
（呼）58-10_15_奥付_5.50.mcd  Page 2 10/09/06 14:26  v5.50

呼と循・�� 巻 �	 号・�	�	 年 �	 月�	�	

あとがき

〈編集顧問〉

太 田 保 世

諏 訪 邦 夫

堀 江 孝 至

村 山 正 博

〈編集委員〉

相 澤 久 道

和 泉 徹

小 川 聡

永 井 良 三

平 山 篤 志

三 嶋 理 晃

〈編集協力委員〉

赤 石 誠

赤 柴 恒 人

北 風 政 史

近 藤 哲 理

中 沢 潔
(五十音順)

この J 月から厚生労働省健康局長の元に「慢性閉塞性肺疾患(COPD)の予

防・早期発見に関する検討会」が作られた．これまで COPD は過小評価・過

小診断されている代表的な疾患であり，医療関係者や一般市民への啓発が重要

であると繰り返し強調されてきた．この度，厚労省の主導でこのような検討が

始まったということは，COPD 診療にとって画期的なことであり，今後の展

開が期待される．

さて，今月号の特集は「呼吸器疾患と分子標的治療」であるが，ここ数年

「分子標的治療」という言葉からは，肺がんの新しい治療という印象が強かっ

た．それほど，gefitinib のインパクトが強かったわけである．それまで，抗が

ん剤は「毒をもって毒を制す」というように細胞毒性の強い薬剤であった．肺

がん領域では gefitinib は初めて新しい薬理学的作用機序を有する薬剤であり，

しかも著効する例もあるため非常に画期的な薬剤であった．分子生物学の目覚

ましい進歩は，細胞の中で起こっている動きを私たちに具体的に示してくれる

ようになり，どこの段階を止めたらどのような変化が現れるかの予想も可能に

してくれた．その結果が EGFR や VEGF というような分子をターゲットとし

た薬剤の開発に繋がってきた．

医学は分化と統合を繰り返しながら進歩してきたが，その分化の最先端に

あったのが標的分子であった．これは何も肺がんに限ったことではなく，あら

ゆる疾患に key となる標的分子は存在する．そこで，IPF，喘息，COPD，肺

がん，肺循環障害，感染症に対して今後重要となるであろう標的分子とその制

御についての現状をそれぞれの専門家に解説してもらった．全体を通じて受け

た印象は，一昔前なら分子生物学というある特殊な分野であったものが，今は

全ての分野において普遍化していることである．あらゆる疾患に対してはもち

ろん，また生理学，生化学，病理学などこれまでの学問体系の中でのアプロー

チにも，分子生物学的な考えや手法が不可欠なものとなっている．そう言う意

味では，綜説の「注目されるサイトカイン」も関連して是非読んでほしいと思

う．

(相澤久道)
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